
症例の概要（アナフィラキシーショック）

No.

患者
１日投与量
投与期間

副作用

性・
年齢

使用理由
（合併症）

経過及び処置

１ 女
40代

イ ン フ ル エ
ンザ

（なし）

40mg
１回

アナフィラキシーショック

投与開始日
（投与終了日）
30分後
45分後

約３時間後

約５時間後

投与終了１日後

投与終了４日後

A型インフルエンザ感染症を発症。
帰宅後に本剤40mg/日投与。
嘔吐が発現。
顔・上肢・胸部の発赤を伴った痒み出現。涙がうるんだよう
で嗄声もみられた。
医療機関再受診。意識清明:上肢血圧，普段96/mmHg前後の
ところが80/mmHgに低下，呼吸促迫はなかった。皮疹・血
圧よりアナフィラキシーショックと診断し，抗ヒスタミン剤
と補液を使用し治療。（アナフィラキシーショックが発現。）
皮疹が自制内となり，血圧も92まで回復し，入院ができない
事情もあり，平常に行動できる状態となったので帰宅。
電話にて改善継続を確認。

（アナフィラキシーショック回復）
診察終了。

臨床検査値：－

併用薬：なし



症例の概要（アナフィラキシー様症状）

No.

患者
１日投与量
投与期間

副作用

性・
年齢

使用理由
（合併症）

経過及び処置

２ 女
20代

イ ン フ ル エ
ンザ

（なし）

40mg
１回

アナフィラキシー様症状

時期不明
投与開始日

（投与終了日）

約１時間後

投与終了１日後

A型インフルエンザ感染症を発症。
近医にてインフルエンザと診断。
本剤40mg/日投与。呼吸困難感，全身の掻痒感が発症。嘔気，
嘔吐，腹痛あり。（アナフィラキシー様症状が発現。）呼吸困
難感は軽減するも，眼瞼浮腫，全身掻痒感継続するため，救
急搬送。
搬送時：意識清明
体温（36.6度），血圧（収縮期92/mmHg，拡張期53/mmHg），
循環不全なし，SpO2 95％（room air），心拍数74，咽頭発赤
あり。喉頭浮腫・腫脹は認めず。呼吸困難なし。眼瞼浮腫，
嘔気，嘔吐，腹痛，膨隆疹（腹部，背部，下腿）を認める。
呼吸音：清，気道狭窄なし。心音：清，心雑音なし。腹部：平坦，
軟，圧痛なし。下痢なし。
アナフィラキシー疑いにて点滴治療開始。
主管：生食注500mL持続点滴開始。
側管より以下の薬剤を点滴投与。
生食注100ｍL，ファモチジン注20mg，d-クロルフェニラミ
ンマレイン酸塩注，ベタメタゾン吉草酸エステルナトリウム
注２mg。セカンドアタックの可能性も考慮し，経過観察目
的で入院。
本剤投与後１時間以内に嘔吐をしていることから，ザナミビ
ル水和物の吸入を実施するも，嘔気が強く吸入困難であった
ため断念。他剤によるインフルエンザ治療を実施せず。
当日中に症状回復。
退院。（アナフィラキシー様症状は回復。）

臨床検査値

投与開始日
（搬送時）

投与終了１日後

白血球（/μL） 6500 5600

ヘモグロビン（g/dL） 17.0 13.7

好中球（%） 92.3 89.6

CRP（mg/dL） 1.39 3.00

併用薬：なし


